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＜開会挨拶＞ 

 

佐々木伸彦・経済産業審議官 

 開会挨拶  

  

経済産業審議官の佐々木でございます。前任の岡田から引き継ぎ、新たに日本側の議長を

務めさせていただきます。 

この度は、イセケシェフ副首相兼産業・新技術大臣閣下ご出席の下、本協議会を開催でき

ることを、大変光栄に存じます。また、本協議会開催にあたり、ご尽力いただいたジャクサ

リエフ次官、中原会長およびエシムベコフ会長をはじめ、両国の関係の皆様方に心より御礼

を申し上げます。 

我が国とカザフスタン共和国は、昨年で外国樹立 20 周年を迎えました。この 20 年、日本

とカザフスタンの関係は、発展の 20 年間だったと言えると思います。20 年前、両国間の貿

易総額はわずか 4,000 万ドルでしたが、直近では 11 億ドルと約 28 倍に増加しています。日

本企業の進出も約 25 社と中央アジアで最多です。 

これは、本協議会や経済合同協議会を通じた継続的な経済交流によって、友好関係と信頼

関係が構築され、その礎の上で、レアアース・レアメタル、ウラン等の資源分野での協力を

はじめ、様々な分野で実態ビジネスが進展してきたことの現れだと認識しております。 

しかし、両国の経済規模や互恵的経済構造からすれば、まだまだ発展の余地は大きいもの

と考えています。我が国からのカザフスタンへの投資残高は６億ドルと、５年前に比べて約

２倍になっていますが、まだまだ増えていかなければなりません。 

こうした観点から、両国経済関係をさらに発展させるべく、前回の協議会においてイセケ

シェフ副首相閣下から、本協議会において両国プロジェクトをフォローする経済・投資関係

促進ロードマップの策定が提案され、その作成と更新が続けられていることは、大変意義深

いことだと考えています。また、国家間においても租税条約、原子力協定の発効に加え、こ

のたび投資協定が最終段階に至ったことは、我が国からのさらなる投資を促すうえで、大変

意味のあるものであると考えています。この流れを一層加速すべく、カザフスタン関係者に

おかれては、引き続き積極的に具体的な有望投資案件に関する情報提供や、日本企業が活動

しやすい貿易投資環境の改善に努めていただければ幸いです。 

今回の協議会では、全体会合の後、４つの分科会とイセケシェフ副首相閣下自らが参加し

てのビジネスマッチングが行われると聞いております。我が国とカザフスタンは他の中央ア

ジア諸国に先駆けて国交を樹立し、真っ先に経済委員会を発足させました。本協議会はその

流れを汲んでおり、両国の政府・民間の関係者が、ビジネスを通じた協力の可能性について

幅広く直接的に意見交換できる大変貴重な機会であると考えています。この機会を利用し、
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是非、将来的に一つでも多くのプロジェクトが実を結ぶことを期待します。 

最後になりましたが、本協議会の成功と本日お集まりの皆様のご健勝、今後のカザフスタ

ンと我が国の経済関係の強化を祈念しまして、私の挨拶とさせていただきます。 
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イセケシェフ副首相／産業・新技術大臣  

開会挨拶 

 

皆様、こんにちは。尊敬する共同議長、尊敬するご列席の皆様。カザフスタンを代表して

ご挨拶を申し上げます。 

まず、皆様の温かい歓迎に御礼申し上げます、ありがとうございます。本日の官民合同協

議会は非常に重要で有益な会合になるものと考えております。今後の日本とカザフスタンと

の協力関係の活発化と、新しい方向に向けての発展につながることが期待されるからです。 

前回の協議会は、2011 年 10 月にアスタナで行われました。またその後（注：2013 年５月）、

当時の（注：枝野）経済産業大臣にご訪問いただき、「経済・投資関係促進ロードマップ」が

作成されるなど、二国間の協力関係の発展における非常に重要な節目となりました。 

2012年、両国間の貿易は約20％伸び、20億ドルに達しました（注：日本の通関統計では約

11億ドル）。しかし、この数字は両国間の大きなポテンシャルには、まだまだ見合っていない

と思います。この点は、ナザルバエフ大統領訪日の際のビジネス界や政府関係者の皆様との

会談でも話題となりました。今後、両国の経済関係はもっと伸びる可能性があると考えてい

ます。 

現在、日本とカザフスタン双方が進めているところの「ロードマップ」には約 45 の共同プ

ロジェクトが取り上げられています。いずれも具体的な検討・推進が期待されるわけですが、

なかには既に実施に移され、現状にインパクトを与えているものもあります。 

例えば昨年、我々にとって非常に重要な、カザトムプロムと住友商事によるレアメタル・

レアアース分野の共同プロジェクトが実現しました。今後の順調な発展が期待されています。

同様に原子力分野では、日本企業との間で複数のプロジェクトが進行中です。また、まさに

一週間前、やはり我々にとって極めて重要な、カザフスタンにおけるトヨタ車の生産に関す

る協定がトヨタ自動車との間で結ばれました。その他、成功裏に進んでいるプロジェクトと

して、ウラン採掘、核燃料の生産・供給、既に申し上げたレアメタル生産、いくつかのエネ

ルギー分野におけるプロジェクト、また機械製造分野のものなどがあります。 

強調したいことは、カザフスタンが日本との協力関係を、戦略的パートナーシップという

新しいレベルへぜひとも発展させたいと考えていることです。 

現在、カザフスタンの政治・経済は非常に安定しています。昨年の経済成長率は約５％で

あり、今後も成長の持続が期待されています。2013 年は、カシャガン鉱区で石油生産が開始

される予定でもあります。 

また、現在のカザフスタンの市場は、大変興味深いものとなっております。ロシア、ベラ

ルーシと関税同盟を結んだことにより、約１億人の人口を擁する大きな経済空間、市場の一
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部となっているからです。我々は WTO 加盟も目指しています。こうした立場を活かし、カ

ザフスタンは、この地域における日本企業の投資・技術のハブの役割をしていきたい。カザ

フスタンはOECDの投資委員会にも参加しています。将来的にこの地域で一番良い投資環境、

日本の投資家の皆様が活動しやすい環境を構築していきたいと考えているのです。 

中央アジアの直接外国投資の約80％がカザフスタンに流入しています。現在、我が国では

１万社以上の外資系企業が活動中ですが、その多くは「フォーチュン500」に掲載されるよう

な有名企業です。遂行中の産業政策、経済多角化政策の枠内で多くの企業がプロジェクトを

推進しており、それにはアメリカの GE、フランスのアルストム、イタリアのサイペム等の

世界的大企業が含まれます。カザフスタンは人口１人当たりの直接外国投資受け入れ額で、

旧ソ連圏第１位を誇ります。 

一連の世界の権威ある専門家たちにより、昨年、カザフスタンは世界で最も経済成長して

いる国として、中国、カタールに続く３位にランクづけられました。最新の世界銀行のラン

キングでは、ビジネス環境向上に最も成功した国として、上位 10 位のうちに入りました。過

去数年におけるこうした成果は、非石油分野の発展を目指す大統領の産業化プログラムの方

針にそって達成されているのです。 

投資家のための改善として、我々はロジスティクス分野の発展にも取り組んでいます。特

に、中国と欧州を結ぶトランジット機能向上のため、自動車道路と鉄道の建設を進めていま

す。現在、インフラ整備プログラムが策定中ですが、そこにも自動車道路や鉄道、空港の建

設が含まれています。２つの大きな産業ロジスティクス・ゾーンの建設も進められており、

１つは中国国境、もう１つはカスピ海沿岸に整備される予定です。 

昨年 12 月、大統領は国民に対する教書演説として 2050 年までの新しい国家発展戦略の方

針を発表しました。それによれば、カザフスタンにとっての重要課題は、経済多様化を通じ

た経済発展、そのための経済各部門におけるクラスターの形成、そして国内における高度加

工、最終製品生産の実現です。特に高度加工技術の導入が重要視されており、冶金、機械製

造、石油化学、エネルギー、農業、運輸等が優先分野となっています。 

こうしたなか、日本企業の参加を希望する具体的な分野をいくつかあげるとするなら、そ

れはまず化学分野です。現在、化学分野のプログラムは大きく発展しており、マスタープラ

ンが策定され、50 の優先品目が選定されました。また、３つの化学パークが、タラズ、パヴ

ロダル、アティラウに設置されます。つまり、南部、北部、西部の３か所です。 

西のパークでは主に石油・ガス精製、またポリプロピレン・ポリエチレンの生産工場が既

に建設されており、今後はブタン、メタン、その他複雑な化学製品も生産できる工場の建設

を目指しています。南部に関しては、特に化学肥料を含む農業生産のための化学製品、また

冶金や建設分野で使用される化学製品の生産を想定しています。一方、より多岐にわたる化
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学製品が生産される予定なのが、北部パヴロダル州の化学クラスターで、例えばアルキド樹

脂、ポリエチレン樹脂等、様々な製品が検討されています。 

このように化学分野には様々なプロジェクトがあり、ロシアのエブロヒム、韓国の LG ケ

ミカルのような大企業、またドイツや UAE 等から既に多くの投資家が参加しています。他

の大型プロジェクトにも、丸紅をはじめとする多くの企業が関心を示しておられますが、積

極的な進出をお待ちしております。 

また、冶金部門はカザフスタンで非常に重要な、大きなセクターです。国内において鉄鋼、

銅、亜鉛、金等、様々な金属が生産されています。年内には我が国で生産される全ての鉱石

の加工が可能な、金の精錬コンビナートの建設が完了する予定であり、これを積極的に発展

させていきたいと考えております。 

さらに検討しているのが、金属の高度精錬・加工技術の導入で、この枠内でアルミニウム

クラスターの形成も計画中です。例えば高温耐性のあるアルミニウム合金材、合板、アルミ

ケーブルの生産で、これらを用いた自動車エンジン用部品の製造等も視野に入っております。

また、機械部品用の鉄の加工や、新しい合金の生産も我々にとって重要な課題ですので、積

極的に検討していく予定です。課題達成のためには投資家の誘致が必要ですが、特に、非常

に高い技術を持っておられる日本企業の進出に、強い期待を抱いております。 

カザフスタンにとって、地下資源部門の発展と、採掘による残滓・廃棄物の処理・加工も

重要です。地下資源分野においては現在、様々な形で改革がなされています。最も先進的な

技術を持つ世界の大企業や組織と協力を進めておりますが、地質探査や地下資源採掘分野に

おける協力を日本企業とも協議したいと思います。 

地下資源に関わる加工クラスターは、極めて興味深く、将来性が見込まれる分野です。カ

ザフスタンでは長年の開発の結果、鉱山をはじめ、エネルギー・冶金・化学分野の企業に蓄

積された廃棄物の中に 200 億ｔにものぼる大量の鉱物資源が眠っており、またその量は年々

増えています。こうした資源の回収・利用率を高め、特にレアメタルやレアアースを最大限

に利用できるようになることを希望しています。 

機械製造分野においては、すでに述べたようにトヨタとの協力が始まりました。この分野

の投資家には、今後、ロシア・CIS 諸国を統一市場と見做していただきたい。例えばカザフ

スタンでは現在、鉄道分野の機械製造業が急成長しておりますが、GE とは機関車製造、ア

ルストムとは貨車の製造、スペインのタルゴとは客車生産といったように多くの共同プロジ

ェクトが進行し、製品の輸出が行われています。また、韓国、ロシア、チェコとの自動車製

造、フランスのEADCのユーロコプター製品の生産、小型飛行機の製造等が検討されており、

いずれも重要な部門です。コンバイン等、農業機械の製造に関しても協力の可能性がありま
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す。機械産業分野の発展に対する我が国の熱意を感じていただきたいと思います。 

また、我々が特に関心を持っているのがこれらの機械の部品生産であり、この分野におけ

る日本企業とのパートナーシップ構築に期待しています。日本企業とタイアップ可能なカザ

フ側パートナーとして、本日の会議には国営企業「カザフスタンエンジニアリング」が参加

しています。すでに様々なプロジェクト実現に着手しておりますが、同時に投資家を求めて

います。特に電力部門に関わる機械製造、例えば老朽化した火力発電の近代化や、工作機械

製造、さらにロボット技術についても日本との協力を希望します。 

我が国では経済多角化政策に基づき、産業分野の技術改革を推進しており、システム化さ

れた最先端技術に関心を持っています。カザフスタンは省エネ、エネルギー効率の向上への

取り組みを開始し、そのために新しい大型のプログラム、一連の法律を策定しました。特に

日本の経験も活用しつつ、現在は国家プログラム「省エネ 2020」を策定中です。本日から明

日へかけての協議、面談のなかで、我々は最大限学び、かつエネルギー・省エネ部門におけ

る対話が進み、日本のパートナーを見出すことができることを期待しています。我が国のプ

ラント設備には近代化が必要であり、省エネ先端技術、グリーンテクノロジーの導入のもと

に高い生産性を実現し、合理的なエネルギー資源の活用を目指したいのです。 

ここで指摘しておきたいことは、カザフスタンは 2017 年の国際万博「アスタナ・エキスポ

2017」の開催国となりました。万博のテーマは「未来のエネルギー」ですので、我が国はグ

リーンエネルギー、再生可能エネルギー、エネルギー効率に関すること全てに関心をもち、

積極的にこれを発展させるための協議を進めていく所存です。 

次に、我々が関心を持っている対象はイノベーション技術です。我々はカザフスタンにお

いて科学技術フォーサイトを実施し、2020 年までにカザフスタン経済のために発展させるべ

き 75 の重要技術を選定しました。特に新素材、再生可能エネルギー、生産の自動化・無人化

技術等は、ぜひとも日本と効果的な協力を期待したい分野です。我が国政府には支援の用意

がありますので、投資と案件推進の両面で日本との協力が進んでいくことを強く希望します。

日本の技術が我が国の国家プロジェクト実現に、積極的に貢献してくださることを願ってい

ます。 

今回、カザフスタンからは大きな代表団が来日しました。140 の組織から参加しています。

ビジネス代表団、地方の知事や副知事、国営企業や研究所の代表、省庁の政策担当者等は本

日の分科会で議論される分野に関して、新しい合意に至ることを目指していますので、どう

ぞよろしくお願い致します。 

改めて申し上げますが、カザフスタンは経済分野において、日本と新しい戦略的な関係に

入ることを望んでいます。そのために、我が国は投資誘致計画において、日本との協力を最
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優先していきたい。例えば査証の問題、高度技術をもつ外国人労働許可の問題等々、ネック

になっている多くの問題解決に精力的に取り組んでいく所存です。それによって日本の投資

家の皆様がカザフスタンに進出し、仕事がしやすくなる環境にしていきたいのです。特に、

交渉中の投資協定については、全ての法的環境の基盤として必要なものですから、これが一

日も早く調印に至ることを望みます。 

この数年、喜ばしいことには、カザフスタンに住友、トヨタ、東芝といった日本の大企業

が進出し、設備供給者としてではなく、投資家としてご活躍いただいています。次の大きな

プロジェクトが待ち受けておりますので、住友、東芝、トヨタに続いて、伊藤忠、丸紅、三

井、三菱といった大企業にも、午後に議論される具体的分野のプロジェクトに参入してきて

いただきたい。日本の大手企業、７～８社ほどが投資をすれば、それに続いて中小企業もカ

ザフスタンに進出する可能性があるでしょう。それは急速に発展する新しい市場を開拓する

ことにつながります。 

我々は、カザフスタンに日本のための特別な産業特区を創設する議論がなされることを期

待しています。現行の我が国の法律では、国際企業が管理する特区の創設が認められており

ますので、日本の中小企業が進出し、旧ソ連圏で進行中の大掛かりな経済的変革に積極的に

参画する可能性ができればと考えております。 

企業との協力以外に、技術分野で NEDO、人材育成で JICA、マーケティングで JETRO、

融資分野で JBIC 等、日本の国家機関との間の協力をさらに進め、両国間の協力制度を構築

していきたいと思います。例えば公務員の人材育成、中小企業育成支援、産業技術発展の支

援、またコストの小さい融資制度の構築支援といった分野についてであります。 

カザフスタンにとって、そしてカザフスタン国民にとって、日本は“質”という点でナンバ

ーワンの国です。日本の設計家の故・黒川紀章さんは、カザフスタンの新しい首都のゼロか

らの建設に大きな貢献をしてくださいました。これは偶然ではありません。「富士山」に始ま

り、「相撲」、「桜」、「侍」などの言葉はカザフスタンでもよく知られています。カザフスタン

は、日本の文化を心から尊敬しており、より近い関係において一緒に仕事をすることを望ん

でいるのです。 

最後に、古いことわざに「強い風が吹く時は、壁を築くのではなく、それに乗って飛躍す

べきだ」という意味の言葉があります。現在、中央アジアを含む旧ソ連地域においては変革

の風が強く吹き、大掛かりな経済プログラム、大規模な建設、大きな統合プロセスが進んで

います。この風の中で、カザフスタンが日本企業にとって新しい成長の可能性を求める中心

の地となることを期待します。 

本日の合同協議会の成功をお祈りします。ありがとう、また会いましょう。 
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中原秀人・日本カザフスタン経済委員会会長／ 

三菱商事㈱代表取締役副社長執行役員 

開会挨拶 

 

本日は、イセケシェフ副首相、佐々木経済産業審議官ならびにカマルディノフ大使、その

他大勢の皆様にご参加いただきましたこと、御礼申し上げます。 

第４回日本カザフスタン経済官民合同協議会が、かくも多くの参加者をもって、盛大に開

催される運びとなりましたことに心からお喜び申し上げます。今回は、300 名を超える大変

多くの方々のご参加を得ることになりました。 

私の前にお話しいただいたイセケシェフ副首相、ならびに佐々木経済産業審議官によって

現在のカザフスタンと日本の政府レベルで進んでいる様々な協定の締結、また今後の締結に

向けたご尽力に御礼申し上げます。 

日本とカザフスタンの貿易は、２年連続で 10 億ドルを超えました。ただしこの数字につい

て、私の前にスピーチされたお二人とも、両国の経済規模からするとまだまだ小さいとの指

摘をされています。イセケシェフ副首相からは、自動車、輸送機器、化学、金属、さらには

廃棄物からの有用鉱物の回収、エネルギー効率、飛行機、ロボットなど様々な分野のご提案

をいただきました。カザフスタンとのお付き合いにおいては、単に資源・エネルギーのみな

らず、このような技術、さらには雇用を含む大きな交流を進めていきたい、副首相によれば、

「産業・イノベーション発展促進プログラム」に基づく方針により 75 の優先技術を選定され

たとのことですが、私ども民間として出来ることをやっていきたいと考えています。 

ご承知のとおり、現在日本では、大きな政治の変革とそれに伴う政府の強いコミットメン

ト、すなわち外に向かって再出発しようとのコミットメントが感じられる状況となっていま

す。我々民間も、政府と連携し、さらに外へと出ていく所存であり、日本とカザフスタンの

経済関係のさらなる強化を含め、世界平和、世界経済の発展に貢献する努力をして参りたい

と思います。 

本日の第４回協議会は、日本カザフスタン経済委員会とカザフスタン日本経済委員会の第

13 回目の合同会議を兼ねています。第４回協議会が、多くの日本企業が参画できるビジネス

案件を形成するための、積極的な情報・意見交換の、活気ある、意義ある場となることを祈

念して、私の挨拶とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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エシムベコフ・カザフスタン日本経済委員会会長／カザフスタン商工会議所会頭 

開会挨拶 

 

まず、本協議会における日本側・カザフスタン側主催者の皆様に心より御礼を申し上げま

す。原田在カザフスタン日本大使、在カザフスタン日本大使館の皆様、そしてロシア NIS 貿

易会の皆様、その他様々な組織の皆様のご協力をもちまして本日の協議会を開催することが

できました。 

日本とカザフスタンの経済は、相互補完的な関係ですので、本協議会を通じて必ずや双方

にとって利益のある、互恵関係を築く強力なフィールドを見つけることができると確信して

います。カザフスタンは資源国であり、政府の発展プログラムも資源セクターなしでは成り

立ちません。同時に、カザフスタンは新しい経済の時代を迎えており、その時代を切り開く

ためには、資源をどのように有効利用するかが喫緊の課題です。私どもは資源依存脱却のた

め、様々な努力を払っております。専門家および技術不足に対応するため、デュアルエデュ

ケーション制度を導入し、諸外国の教育機関と協力しながら人材育成に力を入れております。 

また、地方の発展も国の重要な課題です。本日は、カザフスタンの地方の商工会議所の方々

も参加しており、彼らも各地方の発展のため、是非とも日本との協力の道を探りたいと思っ

ておりますのでどうぞ宜しくお願いいたします。特に中小企業間の協力は、今後の課題だと

思います。日本は大企業のみならず中小企業も大変強い国だということを承知しております。   

カザフスタンは独立して 20 年経ち、中小企業の基盤作りの時に入りました。先ほどイセケ

シェフ副首相兼産業・新技術大臣が発言されたように、トヨタのカザフスタン進出により、

部品メーカーを含む様々な中小企業がカザフスタンに参入いただけるであろうと強く期待し

ています。日本やドイツでは、中小企業が占める割合は全体の 90％以上ですが、カザフスタ

ンでは 15％足らずです。まだまだ中小企業を増やさなければならないと思っております。国

家の安定のため、少なくとも 20％台まで増やしてゆくことを、まず第一の目標としていきた

く、その後は日本のような産業の在り方を目指したいと思っております。 

本日、協議会の中で新たな良い案件が生まれ、新たな交流が出来ることを心から期待申し

上げます。私どもは、日本の産業界の皆様とタイアップしていきたいと思っています。良い

一日となりますように。 
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＜報告＞ 

 

津田隆好・経済産業省ロシア・中央アジア・コーカサス室長 

報告「日本とカザフスタンの経済関係深化のために～現在と未来における協力」 

 

経済産業省通商政策局ロシア・中央アジア・コーカサス室長の津田です。まずもって、本

日の第４回日本カザフスタン経済官民合同協議会の開催とイセケシェフ副首相以下カザフス

タンの皆さんの来日を歓迎いたします。 

私がこのポストに着任した一昨年８月以降、第３回経済官民合同協議会を皮切りに様々な

両国間の経済面での交流が行われてきました。本日の私のプレゼンテーションでは、この約

１年半の両国間の動向を振り返るとともに、今後の協力について提言したいと思っておりま

す。 

 第３回日本カザフスタン経済官民合同協議会は、一昨年 10 月アスタナ・ラディソンホテル

に両国の官民関係者約 250 名が参加して盛大に開催されました。当日はイセケシェフ副首相

にもご出席いただき、大変意欲的なスピーチをいただいたことを良く覚えています。また、

両国関係の深化に向け、各分野での協力等について精力的な協議が行われたとともに、第３

回日本カザフスタン経済官民合同協議会覚書において、イセケシェフ副首相から提案のあっ

た「ロードマップ」策定に向けた協議を開始することが合意されたのです。つまり、第３回

協議会は、両国の経済関係の深化に向け、方向性が新たに示されたという意味で、「準備」の

期間であったと評価でできると思います。 

次に、両国の経済関係の深化に向けて「開始」についてお話ししたいと思います。昨年５

月、当時の枝野経済産業大臣をトップに、政府、政府関係機関及び民間企業による官民ミッ

ションが派遣されました。この訪問の際、枝野大臣は当時のマシモフ首相、イセケシェフ副

首相等とバイ会談を行い、鉱物資源・エネルギー分野での協力の強化、日本の投資促進のた

めの環境の整備等について議論を深めました。 

また、経済関係の深化に向けた両国間の多くの文書に対する署名がなされました。つまり、

昨年５月の我が国官民ミッションのカザフスタン訪問は、両国の経済関係の深化に向けて新

たな「開始」と位置付けられると考えます。先ほどお話のありました「ロードマップ」につ

いては、両国の経済関係協力の発展に関する両大臣の覚書に添付されています。 

両国の経済関係の強化は、先ほど申し上げました「経済・投資関係促進ロードマップ」に

基づいて、各分野で大いに進展してきました。その代表例としては、両国のレアアース・プ

ロジェクト「SARECO」が挙げられます。 

昨年 11 月、当時の近藤経済産業副大臣がカザフスタンを訪問し、ステプノゴルスクで行わ

れたレアアース精錬分離工場開所式に出席しました。このプロジェクトのポイントは、日本
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にとってはレアアースの安定供給先の確保、カザフスタンにとってはレアアース鉱物資源の

開発と高付加価値化による経済発展の実現という目的が達成されるという意味で、両国にと

ってプラスになるいわば「WIN-WIN」のものであるということです。開所式の前日には近藤

副大臣とイセケシェフ副首相等とのバイ会談が実施され、SARECO プロジェクトの進展を歓

迎するとともに、その他のプロジェクトについての協力の促進についても話し合われていま

す。   

このように、ロードマップの成果の一例として SARECO プロジェクトに言及しましたが、

昨年は両国の経済関係の深化に向けて、大いに「進展」した時期であったと評価できます。 

そして、本日、イセケシェフ副首相の来日を受け、両国の経済関係の深化に向けて、改め

て「加速」の時期に来ていると感じております。今回のイセケシェフ副首相の来日に合わせ、

従来から両国の経済関係加速の起爆剤になると期待されていた「投資協定」の交渉が最終段

階に至ったのです。また、明日、茂木経済産業大臣とイセケシェフ副首相のバイ会談が行わ

れる予定です。本日は両国の皆様 300 人以上が出席されていますが、第４回官民合同協議会

においては、両国の経済関係の一層の深化に向け、各分野での協力等について協議が行われ

るとともに、イセケシェフ副首相立会いの下、両国企業等によるビジネスマッチングが予定

されています。さらに、新たな協力等に向けた MOU が成果として締結されることとなって

います。 

以上、約１年半の期間の両国の経済関係について振り返ってきました。本日ご来場の皆様

にはこれらの節目節目にイセケシェフ副首相が大いにリーダーシップを発揮されて、協力関

係が深まってきたことが理解できたかと思います。また、言うまでもなく、両国の官民の関

係者のご尽力にもこの場を借りて御礼申し上げます。日本の経済産業省の担当室長として、

これらの動向に末端ながら関与してきた私としては、大きな成果に感慨深いものがあります

が、ここで改めて、両国の経済関係の深化に向けて、「未来」を見据えて何をやっていくべき

かについて提言したいと思います。 

先ほど申し上げた「投資協定」の早期署名、発効を期待するとともに、日本企業が切望し

ている、カザフスタンにおける労働許可制度の改善、柔軟な運用についてもカザフスタン政

府の前向きなご検討をお願いしたいと思います。また、各種プロジェクトについても、カザ

フスタン発展戦略計画の経済多角化優先分野等を中心に、日本の高度産業技術をどのように

活用して両国に意義のあるプロジェクトにしていくかを検討し、ロードマップを通じた協力

プロジェクトの案件形成につなげていくべきであると考えています。 

この際、具体的な協力分野としては現在のところ、環境・エネルギー分野、イノベーショ

ン分野、鉱物資源分野等が挙げられますが、これらにこだわることなく、有望な分野からど

んどん進めていくべきかと考えています。例えば、すでに何度かお話に出ていますが、先週、

トヨタ自動車はカザフスタン政府との間で、フォーチュナーの CKD 生産プロジェクトに関
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する覚書を締結しました。このプロジェクトは両国の関係を一層発展させる、互恵的な大変

良いプロジェクトであると評価できます。このようなプロジェクトが今後どんどん進んでい

くことを期待したいと思います。 

以上で私のプレゼンテーションを終わりにしたいと思います。ご来場の皆様方に両国間の

経済協力関係の進展を再認識していただくとともに、「未来」に向けて新たな一歩を踏み出し

ていただくことの一助となれば幸いです。御静聴ありがとうございました。 
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ジャクサリエフ産業・新技術省次官 

報告 

 

まず、佐々木経済産業審議官および日本の皆様方に、私どもを温かくお迎えいただいたことに

感謝いたします。 

ご存知のように、非常に良い政治状況が経済発展を支えております。両国の貿易・経済関係は

安定しており、さらに関係を進めていきたいと考えております。日本とのビジネスは非常に大き

なプレゼンスを持っており、我が国には 45 の日本資本が参入しております。日本は技術、ノウ

ハウ、投資のアプローチを持っており、これら全てをカザフスタンの地で受け入れていきたいと

心から願っております。日本企業のイノベーション技術を移転していただき、カザフスタンの産

業・イノベーション発展プログラムに反映していきたいと考えています。これは副首相も申し述

べた通りです。現在、イノベーション・技術分野での協力が進んでおります。 

本日の協議会では、４つの方向性について議論が行われる予定です。それらは既に発展の道を

辿り始めているものです。プロジェクトが実施されているのは、エネルギー、化学、機械製造、

輸送、冶金他、大変広範な分野に渡ります。皆様方も同意していただけると思いますが、戦略的

な方向性は、国の急速な経済発展を視野に置いております。ビジネス関係を深めていきたいと思

っていらっしゃる皆様方に大変良い土壌を提供していると思います。最後に本日ご参加の皆様方

のビジネスの成功を、心よりお祈り申し上げます。 
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舟田豊・(株)国際協力銀行資源・環境ファイナンス部門 

原子力・新エネルギー部部長 

「カザフスタンにおける JBIC～金融分野における協力強化」 

 

この度は、第４回日本カザフスタン経済官民合同協議会が無事開催されたことを大変喜ばしく

思うとともに、このようなプレゼンテーションの機会を設けていただきましたことに、深く御礼

申し上げます。本日の協議会および本プレゼンテーションが、官民問わず、今後の日本カザフス

タン間の交流の更なる活発化に資することを期待しております。 

まず JBIC のミッションについてご説明いたします。出融資を行うにあたっての JBIC の金融メ

ニューは、日本からの資機材、プラント、技術の輸出を支援する輸出金融、資源等日本にとって

重要物資の輸入を支援する輸入金融、日本企業の製造業直接投資や資源開発等を支援する投資金

融、日本企業の事業環境向上を目的として、途上国のインフラ整備等向けのアンタイド資金供与

を行う事業等開発金融、日本企業が参画する企業やファンドへの参画支援を行う出資の５つです。 

カザフスタンに対しては、この５つ全てが適用可能です。JBIC の出融資残高は、現在約 997 億

ドル、日本円で約８兆 2,000 億円です。このうち、CIS 地域向けの出融資残高は約 68 億ドル、約

5,570 億円です。そのうち、カザフスタン向けは約 17 億ドルで、約 1,430 億円です。CIS 地域向

け出融資残高の約 19％を占めています。私どもが出融資を行ったカザフスタン共和国内のプロジ

ェクトは、ご覧の通りです。 

JBIC はカザフスタンで何ができるかという点ですが、２つの例を紹介します。一つ目のアプロ

ーチは、日本からの製品購入や日本企業の直接投資が絡むプロジェクトを出融資対象と成り得る

と思っています。先程、イセケシェフ副首相からいくつもの分野のご紹介がありました。例えば、

化学分野や冶金分野、省エネのプロジェクトなどは、このメニューで呼び込めると思います。と

にかく、日本企業の参画があれば必要な出融資メニューを使ってご支援ができると思います。 

次の事例は、私どもがこれまでやってきた伝統的なメニューです。日本にとってカザフスタン

は、エネルギー安全保障や資源供給源の多角化の観点から見て、資源供給元として非常に重要な

位置づけにあると思います。このような資源の輸入という形でご協力できると思います。 

本年度の協力事例をいくつかご紹介したいと思います。一つ目は、アティラウ製油所の近代化

のプロジェクトです。2012年８月に、カザフスタン共和国のアティラウ社との間で総額 29億 7,500

万ドルの輸出金融の貸付契約を締結したものです。この JBIC のファイナンスは、アティラウ製

油所の近代化プロジェクトの一環として、丸紅株式会社から輸出されるプラント設備を購入する

ために必要な資金を供与したものです。 

続きまして、2012 年５月にカザフスタン共和国法人カザトムプロム社との間で、包括的な業務

協力に係る覚書を締結致しました。本覚書は、カザトムプロム社の投資計画・中長期事業戦略、

JBIC の各種ファイナンス機能等に関する情報・意見交換を通じて、日本企業とカザトムプロム社
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とのレアアース及びレアメタルの共同開発を含む将来の融資候補案件の発掘等を目的とするも

のです。これらは昨年の事例です。 

このように、JBIC では、着実にカザフスタン向け業務を進めているところです。今後もカザフ

スタンにおける日本企業の事業機会創出及びビジネス促進に努めるとともに、両国間の緊密な経

済関係の一層の深化・発展に協力して参りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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＜分科会カザフスタン側プレゼンテーション＞ 

第１分科会 

イスカリエフ・ジャンブィル州副知事プレゼンテーション資料 
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第１分科会 

コスパノフ・多国籍企業「カズクロム」戦略イノベーション発展局局長 

プレゼンテーション資料 
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第１分科会 

プシュタエフ・LLP「カズフォスファト」社長プレゼンテーション資料 
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第２分科会 

クリセイトフ・AO「国家技術開発庁」議長プレゼンテーション資料 
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第２分科会 

ドゥンバエフ・TOO「KT Cloud Lab」社長プレゼンテーション資料 
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第３分科会 

ジャクサリエフ産業・新技術省次官プレゼンテーション資料 
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第３分科会 

モムィナリエフ教育・科学省「国立バイオ技術センター」所長プレゼンテーション資料 
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第３分科会 

アビュロヴァ・TOO「KSP スチール」代表プレゼンテーション資料 
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＜調印式＞  

 

第４回日本カザフスタン官民合同協議会にて調印された文書一覧  

                           （当日調印順） 

                         

 

１．第４回日本カザフスタン経済官民合同協議会議事録 

   締結者： 協議会日本側議長      佐々木 伸彦 経済産業審議官 

    協議会カザフスタン側議長 B．ジャクサリエフ 産業・新技術省次官 

 

２．第 13 回日本カザフスタン経済合同会議議定書 

   締結者： 日本カザフスタン経済委員会会長 中原 秀人 

（三菱商事㈱代表取締役副社長執行役員） 

    カザフスタン日本経済委員会会長 S．エシムベコフ 

   （カザフスタン商工会議所会頭） 

 

３. 伊藤忠商事株式会社と Dala Mining 社間のコクテンコール・モリブデン、タングステン

プロジェクトに関わる共同推進協定 

締結者： 伊藤忠商事株式会社 今井 重利 鉄鉱石・製鉄資源部 部長 

Dala Mining         F. エルガリエフ 社長 

 

４．有限国営会社「統合化学会社（UCC）」と丸紅株式会社の相互協力に関する合意書 

締結者： 丸紅株式会社    川嵜 正康 化学品部門 部門長代行 

     有限国営会社「統合化学会社（UCC）」 K・ヌルタエフ 取締役 

 

５．KSP Steel、JFE スチール株式会社、伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社間のビジネスパートナーシ

ップに関する覚書 

   締結者：  JFE スチール株式会社   姉崎 満 エネルギー鋼材輸出部 部長 

   伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社  兼田 智仁 執行役員、鋼管本部長 

       KSP Steel    E.クレイメル 社長 

 

６．宏輝システムズ株式会社とカザフスタン共和国ジャンブィル州政府と相互理解に関する

覚書 

  締結者： 宏輝システムズ株式会社 光寺 弘幸 代表取締役社長 

   カザフスタン共和国ジャンブィル州 G. イスカリエフ 副知事 
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７．カザフスタンにおける電力セクターでの協働に関する覚書 

  締結者： 住友商事株式会社  兵頭 誠之 執行役員、電力インフラ事業本部長 

カズネクスインヴェスト  A. カスクィルベコワ アジア諸国地域部長 

 

８．東京製綱株式会社とサムルク・カズィナ・インベストとの間の追加了解覚書 

      締結者： 東京製綱株式会社  田中 重人 会長 

        サムルク・カズィナ・インベスト D. イスカコフ 社長 

 

９．将来の原子力エネルギー・産業創生に関する研究開発における協力のための日本原子力

研究開発機構とカザフスタン国立原子力センターとの間の覚書 

締結者： 独立行政法人日本原子力研究開発機構  鈴木 篤之 理事長 

   カザフスタン共和国国立原子力センター E. バティルベコフ  総裁 

 

10．「カザフスタン国立原子力センター（NNC）」と日本原子力発電株式会社、丸紅ユティリティ・

サービス株式会社の協力に関する覚書 

 締結者： 日本原子力発電株式会社  濱田 康男 取締役社長  

      丸紅ユティリティ・サービス株式会社 岩見 哲朗 代表取締役社長  

  カザフスタン共和国国立原子力センター  E. バティルベコフ 総裁 

 

11．株式会社ファイテックとカザフスタン共和国非常事態省「火災安全・民間防衛科学研究

所」株式会社との協力に関する覚書 

   締結者： 株式会社ファイテック  林 富徳 代表取締役 

        カザフスタン共和国非常事態省 

  株式会社「火災安全・民間防衛科学研究所」 R.ジュマガリエフ 社長 

 

12．千代田コンサルティング株式会社とカズネクスインヴェストとの協力に関する覚書 

   締結者： 千代田コンサルティング株式会社 中田 裕 代表取締役  

        カズネクスインヴェスト A. カスクィルベコワ アジア諸国地域部長 
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